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地域とともに歩む、「夢」いっぱい！の学校「自信」いっぱい！の学校

みんな元気！ 学校元気！ ふるさと元気!

「 元気！ 」第５号

令和５年９月１１日(月)発行 （りんどうヶ丘小ホームページＱＲコードです。給食やブログ等をご覧いただけま

１つめは、自分で出来ることは自分でする
ことです。
※だれかがやってくれるのを待っていては
いけない！

熊本地震の教訓を忘れることなく！
２つめは、あいさつをしたり、話かけたり

今からちょうど１００年前の１９２３年９ するすることです。
月１日に起こった関東大震災の経験から、防 ※困っている人がいたら、自分から話しか
災対策の見直しをしようということで「防災 けられる人になろう！
の日」が設定されました。
そこで、本校でも、９月８日（金）に、黒 ３つめは、片付けをすることです。

川保育園と合同で、地震の避難訓練を行いま ※ごったがえしているところでは、掃除や
した。今回は、業間の休み時間に抜き打ちで 整理整頓が大事！
行いました。
運動場で遊んでいる子供、廊下にいる子供、 ４つめは、お手伝いをすることです。

教室にいる子供、図書室にいる子供、トイレ ※様々な支援物資を配ることや、必要なこ
にいる子供など様々な場所にいるときに地震 とを放送で呼びかけることなど仕事はた
が発生したという想定です。 くさんある！
全体的には、スムーズに安全に避難できた

のですが、課題も見えました。 ５つめは、規則正しい生活ををすることで
それは、地震発生の放送と同時に避難を始 す。

めたことです。火災の場合は発生後直ちに避 ※日頃から、早寝早起き朝ご飯の生活リズ
難を始めますが、地震の場合は、揺れが収ま ムを整えておくことが大事！
るまで身を低くして頭や体を保護することが
大切です。子供たちの中には、地震と火災の ６つめは、トライ＆チャレンジです。
避難方法が混同している子供がいましたので ※避難所で出来るいろいろなボランティア
いい教訓となりました。 があるので日頃からボランティア活動を
さて、災害と言えば「避難所」が思い浮か しておこう！

ぶわけですが、避難所での生活を経験した子
供はほとんどいませんでした。それだけひど ７つめは、思いやりと助け合いです。
い災害に遭遇していないということは喜ばし ※気持ちよく生活できる避難所にするため
いことですが、いざというときの備えはとて には、わがままではなく、思いやりと助
も重要です。「空振り」（・・・かもしれない、 け合いが一番！
きっと・・・だろう）は許されるが、「見逃し」
（たぶんだいじょうぶ、これくらいなら）は これらのことは、ふだんからやっておか
許されないという話を子供たちにしました。 ないと、いざというときに出来ないと思い
その後、「歌うママ防災士」としてテレビな ます。また、この７つのことを意識するこ

どでも活躍中の「柳原志保」さんが提唱され とは、「みんな元気！学校元気！ふるさと
ている「もしもに備えるいつも」について紹 元気！」というスローガンにもつながると
介しました。 思います。

なお、災害はいつ起こるかわかりません。
休日などの家族が留守中に起こったときの
避難の仕方やご近所さんとの確認事項など
も子供を交えて話し合っておくことが大切
だと思います。
「ご近所」さんは、「互近助」さんとも

いうそうです。

＜めざす家庭・地域像＞
笑顔と元気がいっぱいの家庭・地域！ 安心して生活できる家庭・地域！ 子どもの夢実現を支える家庭・地域！


